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kintone Webhook 連動出力の設定
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kintone Webhook 連動出力の設定

③「Webhook用パスをコピー」をクリックしてください。

①Webhookイベント発生時に

PDFを出力する先の添付ファイル

フィールドを選択してください。

④設定変更後は保存を忘れずに

②必要に応じて出力の条件を設

定してください。
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kintone Webhook 連動出力の設定

条件式例

田中

!!田中

=田中

!=田中

=

!=

>100

>=100

<100

<=100

判定内容

指定フィールドに“田中”が含まれていれば

指定フィールドに“田中”が含まれていなければ

指定フィールドが“田中”であれば

指定フィールドが“田中”でなければ

指定フィールドが空であれば

指定フィールドが空でなければ

指定フィールド（数値）が100より上であれば

指定フィールド（数値）が100以上であれば

指定フィールド（数値）が100未満であれば

指定フィールド（数値）が100以下であれば

ここで設定出来る判定式の種類になります
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kintone Webhook 連動出力の設定

①該当のアプリでWebhookイベン

トを追加

②任意のイベント名を入力

③先ほどコピーしたWebhookのパ

スを貼り付け

④PDF生成の対象となるイベントを選択

※k-Reportは「レコードの削除」イベントに

は対応していません。イベント種類にチェック

しても動作しませんのでご了承くださいませ。

⑤保存ボタンをクリック
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kintone Webhook 連動出力の設定

①該当kintoneアプリを更新して頂けまし

たら、設定が反映されます。
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